北朝鮮：人権侵害責任糾明に関する
新しい専門家グループのソウルと東京訪問

ジュネーブ／ソウル／東京（２０１６年１１月１8日）　９月に指名された朝鮮人民民主主義共和国（DPRK）における人権侵害責任糾明に関する専門家グループが、２０１６年１１月２１日から２５日にかけて韓国を、１１月２８日から２９日まで日本を訪れます。

専門家グループ（人権専門家ソーニャ　ビセルコ氏とサラ　ホサイン氏）の目的はDPRKにおける人権侵害の責任糾明のために最も適切な手段を探り、人道に対する犯罪の犠牲者のために真実と正義を確立する実現可能な方法を提言することです。

２０１６年９月、人権理事会の決議案に基づいて、国連人権高等弁務官は、
連北朝鮮人権特別報告者トーマス　オヘア　キンタナ氏の活動を補助するため
に、ビセルコ氏とホサイン氏を独立専門家として指名しました。

特別報告者も１１月に北東アジアを訪れており、関係者とのいくつかの面談は、
専門家グループと共同で行われる予定です。

北東アジアへの訪問中、専門家グループは政府関係者、市民団体、学識研究者及び人権侵害被害者とそのご家族と面談する予定です。

DPRKでの人権侵害責任糾明に関する専門家グループの報告書は、北朝鮮人権特別報告者の報告書に添付され、２０１７年３月に人権理事会へ提出される予定です。
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２０１６年３月、人権理事会はDPRKでの人権侵害責任糾明に関する新しい専門家グループを設立することを決定しました。グループの目的はDPRKにおける人権侵害(特に人道に対する犯罪)の責任糾明のための適切な手段を探り、国際刑事裁判所を含め、犠牲者のために真実と正義を確立する具体的な方法を提言することです。グループの役割の詳細及び情報提供の呼びかけに関しては、下記をご覧下さい。
http://ohchr.org/EN/HRBodies/SP/CountriesMandates/KP/Pages/GroupofIndependentExpertsonAccountability.aspx

ソーニャ　ビセルコ氏（セルビア）：セルビア　ヘルシンキ委員会の設立者及び会長。ベルグラード国際関係フォーラムの反戦アクションセンター設立者。米国平和研究所の上級研究員。在ニューヨークの人権のための弁護士委員会やオスロ大学による人権賞等、数々の人権に関する賞を受賞。前国連朝鮮民主主義人民共和国人権調査委員会委員。

サラ　ホサイン氏（バングラデシュ）：法廷弁護士。バングラデシュ最高裁において２０年に渡り、表現の自由、経済、社会権、ジェンダー正義等、憲法及び公益訴訟に関わる。１９９７年から２００３年まで国際人権保護センター（インターライツ）の南アジアプログラム代表。国際法律家委員会（ICJ）理事。南アジア女性基金創立者及び代表。在ニューヨークの人権のための弁護士委員会による人権賞等、数々の賞を受賞。

国連人権高等弁務官事務所国別webページ – DPRK: http://www.ohchr.org/EN/countries/AsiaRegion/Pages/KPIndex.aspx

さらに詳しい情報と取材に関する質問は、下記にお問い合わせください。
英語: Estelle Askew-Renaut (+41 79 444 5172 / gie-dprk@ohchr.org)
韓国語: YounKyo Ahn (+82 10 4230 3523 / yahn@ohchr.org)
日本語: Yu Kanosue (+82 10 2809 3524 / ykanosue@ohchr.org)

国連人権高等弁務官ソウル事務所: http://seoul.ohchr.org/EN/Pages/HOME.aspx

国連の人権活動は、ソーシャルメディアでもフォローできます。
Twitter: @UNHumanRights
Facebook: unitednationshumanrights
Instagram: unitednationshumanrights
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